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２
０
１
2
年
を
相
互
交
流
の
年
へ

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
理
事
長　

鎌
田
篤
則

年
始
に
あ
た
り
、
皆
様
の
日
頃
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
記
す
べ
き
二
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

●
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
国
際
友
好
文
化
セ
ン
タ
ー
が
一
九
九
六

年
か
ら
始
め
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
の

た
め
の
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
活
動
を
背
景
に
、
二
〇
一
〇
年
に
村
山
富
市
・
元
日
本
国
総
理

大
臣
を
会
長
に
迎
え
活
動
を
開
始
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
本
か
ら
の
支
援
活
動
に
応
え
、
３
・
１
１
東
日
本
大

地
震
・
津
波
被
災
地
の
宮
古
市
、
栗
原
市
、
福
島
市
で
ベ
ト
ナ
ム

民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
「
友
情
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
ビ
ン
在
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
夫

妻
の
手
で
、
宮
古
市
で
は
仮
設
住
宅
地
の
一
角
に
復
興
祈
念
植
樹

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ノ
イ
市
友
好
委
員
会
連
合
か
ら
の
支
援
金
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
村
山
日
本
語
学
校
の
学
生
の
手
に
よ
る
激
励
寄
せ
書
き
等
も
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
に
届
け
ら
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
友
情
の
心
を
届
け
る
橋

渡
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
も
う
一
つ
は
、
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
を
一
五
年
に
わ
た
り
追
跡

記
録
し
て
き
た
『
枯
葉
剤
に
遭
っ
た
子
ど
も
た
ち
』（
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ

会
員
、細
谷
久
美
子
著
、同
時
代
社
刊
）が
発
行
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

昨
年
は
枯
葉
剤
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
目
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
国
づ
く
り
が
興
隆
す
る
に
つ
れ
国
内

の
人
的
移
動
が
活
発
化
し
ま
す
。
体
内
に
枯
葉
剤
爆
弾
後
遺
物
を

残
し
た
人
が
文
字
通
り
“不
発
弾
を
宿
し
て
”
全
国
化
し
て
い
る

形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
事
実
を
記
録
し
て
き
た
本
で
す
。

子
孫
へ
の
影
響
が
確
実
で
あ
ろ
う
“フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
”
被

害
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
被
曝
の
体
験
の
上
に
加
え
ら
れ
た

日
本
国
民
が
起
こ
す
べ
き
行
動
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
枯
葉
剤
爆
弾

被
害
を
追
い
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
と
同
一
の
も
の
と
思

い
ま
す
。

自
分
の
後
始
末
も
で
き
な
い
日
本
政
府
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
原
発

輸
出
に
は
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

国
民
の
主
権
を
是
と
し
て
も
。

今
年
は
、
一
例
で
す
が
、
昨
年
結
成
さ
れ
た
日
本
ベ
ト
ナ
ム
平

和
友
好
埼
玉
連
絡
会
が
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
の
枯
葉
剤
爆
弾
被

疑
者
へ
の
医
療
器
具
支
援
を
計
画
し
て
い
ま
す
し
、
広
島
ベ
ト

ナ
ム
平
和
友
好
協
会
は

「
広
島
原
爆
ド
ー
ム
刺

繍
絵
」
を
枯
葉
剤
爆
弾

被
害
障
害
者
の
自
立
支

援
と
し
て
委
託
製
作
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
支
部

の
皆
様
、
そ
し
て
御
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
の
一
歩
前
進
の
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

一
月
吉
日

宮古市の仮設住宅隣に祈念植樹するグエン・フー・ビン
大使夫妻、アンサンブルメンバー（2011年10月14日）
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宮
古
公
演

〜
被
災
地
に
友
情
を
届
け
る
〜

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
全
国
の

皆
様
よ
り
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
・
復
興
支
援
の
た
め
、

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
、
ベ
ト
ナ
ム
民
族

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が

宮
古
市
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
公
演
は
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ぜ
ひ
励
ま
し
た
い

と
、
コ
ン
サ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
よ
り
申
し
出
が
あ

り
、
組
合
事
務
所
が
津
波
の
被
害
を
受
け
た
宮

古
市
職
労
、
竹
花
邦
彦
宮
古
市
議
会
議
員
の
ご

協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
岩
手
に
お
い

て
は
、’97
盛
岡
公
演（
岩
手
県
国
保
会
館
大
ホ
ー

ル
）以
来
県
内
七
カ
所
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と
な
っ
た
「
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
」
の
敷
地
内
に
は
、
現
在
、
仮

設
住
宅
が
四
〇
七
戸
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
多
く
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
お
い
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
会

場
の
皆
さ
ん
全
員
が
涙
を
流
し
な
が
ら
、
一
緒

に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、
グ
エ
ン
・

フ
ー
・
ビ
ン
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

大
使
ご
夫
妻
も
来
県
さ
れ
励
ま
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
達
増
岩
手
県
知
事
、
名
越
宮
古
市
副

市
長
か
ら
被
災
状
況
を
聞
き
、
改
め
て
ベ
ト
ナ

ム
社
会
主
義
共
和
国
が
必
要
な
支
援
を
行
う
と

の
表
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
敷
地
内
に
お
い
て
、
ハ
ノ
イ
市
内
の
街

路
樹
と
し
て
よ
く
見
か
け
る
合
歓
の
木
を
記
念

植
樹
し
、｢

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
生
活
が

一
刻
も
早
く
平
常
に
戻
る
よ
う
に
」
と
刻
ま
れ

た
記
念
碑
を
建
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
金
澤　

康
）

相
模
原
公
演

〜
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
〜

四
年
ぶ
り
と
な
っ
た
相
模
原
市
で
の
ベ
ト

ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
国
際
反

戦
デ
ー
の
一
〇
月
二
一
日
夜
、
相
模
原
南
市
民

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
予
定
よ
り
も

少
な
か
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
評
価
の
高
い
、

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
相
模
原
」
と
い
う
講
演
も

含
め
“い
い
コ
ン
サ
ー
ト
”
に
な
っ
た
。

現
在
、
相
模
原
市
に
は
三
つ
の
米
軍
基
地
が

あ
り
、
か
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
し
い
時
期

に
は
七
カ
所
の
米
軍
基
地
が
居
座
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
地
が
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場
と
直
結
し
て
い

た
。
一
九
七
二
年
の
相
模
総
合
補
給
廠
を
中
心

に
闘
わ
れ
た
、「
ベ
ト
ナ
ム
戦
車
輸
送
阻
止
闘

争
」
は
日
本
で
闘
わ
れ
た
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運

動
の
最
大
の
闘
い
に
な
り
、
国
際
的
に
も
評
価

さ
れ
た
市
民
の
運
動
と
な
っ
た
。

こ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
車
輸
送
阻
止
闘
争
も
四

〇
年
が
た
つ
中
で
、
新
住
民
の
多
く
住
む
相
模

原
で
は
風
化
も
い
ち
じ
る
し
く
、
若
い
人
た
ち

に
は
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
そ
の
も
の
も
知
ら
な

い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
公
演
ま
え

に
、「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
相
模
原
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。
一
九
七
〇
年
代
の
画
像
を

使
っ
て
、
相
模
原
市
内
の
米
軍
病
院
で
「
ベ
ト

ナ
ム
戦
で
負
傷
、
死
亡
し
た
米
兵
を
治
療
し
た

り
、
死
化
粧
し
て
棺
桶
に
入
れ
本
国
に
送
っ
た

り
の
」
状
況
や
相
模
総
合
補
給
廠
で
の
「
戦
車

の
修
理
工
場
の
実
態
」、「
戦
車
輸
送
阻
止
闘
争

の
様
子
」
等
を
報
告
し
た
。
参
加
し
た
若
い
人

か
ら
は
初
め
て
知
っ
た
「
相
模
原
と
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
関
係
」「
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場
で
壊
れ
た

戦
車
な
ど
が
相
模
原
に
運
ば
れ
、
付
着
し
た
枯

葉
剤
＝
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
工
場
で
洗
っ
た
よ
う

す
」な
ど
に
驚
き
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
若
い
メ
ン
バ
ー
も

公
演
後
の
交
流
会
で
、「
日
本
で
戦
車
輸
送
阻

止
の
闘
い
が
あ
っ
た
事
を
初
め
て
知
っ
た
」
と

し
て
、
今
後
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
「
こ
う
し
た
事

実
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。相

模
原
で
ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

を
行
う
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き

た
今
回
の
公
演
、
反
省
会
の
席
上
で
も
、
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
は
も
っ
と
人
を
集
め

よ
う
と
確
認
さ
れ
た

（
金
子　

豊
貴
男
）

相
互
交
流
へ
と
発
展
し
た
ベ
ト
ナ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

～
東
日
本
大
震
災
、
津
波
被
災
地
を
慰
問
　
東
日
本
八
カ
所
で
～

宮古市役所を訪問するグエン・フー・ビン大使夫妻一行

相模原市内のベトナム戦争時の痕跡を説明する金子さん
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一
一
月
六
日
か
ら
七
日
間
、
第
三
次
ベ
ト
ナ

ム
平
和
友
好
訪
問
団
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
ま
し

た
。例

年
の
少
数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
奨
学
金
授

与
式
、
医
療
器
具
贈
呈
、
枯
葉
剤
被
害
児
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
物
資
贈
呈
な
ど
に
加

え
、
東
広
島
市
立
西
条
中
学
校
と
ク
ア
ン
チ
省

の
タ
ン
コ
ー
中
学
校
の
「
姉
妹
校
提
携
協
定
」

調
印
、
少
数
民
族
村
の
訪
問
な
ど
を
主
な
日
程

と
し
た
訪
問
で
し
た
。

少
数
民
族
村
を
支
え
る
若
者

初
日
、
世
界
遺
産
の
景
勝
地
「
ハ
ロ
ン
湾
」

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
美
味
な
魚
介
類
を
堪
能
し
、

二
日
目
に
ク
ア
ン
チ
に
入
る
予
定
で
し
た
。
折

し
も
の
雨
期
、
し
か
も
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
洪
水

に
み
ら
れ
る
例
年
に
な
い
「
爆
雨
」
の
た
め
、

フ
エ
空
港
閉
鎖
。
一
日
遅
れ
で
よ
う
や
く
ク
ア

ン
チ
入
り
。

旧
南
北
ベ
ト
ナ
ム
国
境
「
17
度
線
」
や
不
発

弾
処
理
場
の
視
察
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
参
戦
兵
士

と
の
交
流
な
ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た

が
、
有
意
義
な
訪
問
で
し
た
。

少
数
民
族
村
を
支
え
る
若
者
約
一
四
〇
平
方

㌔
に
八
四
〇
家
族
三
九
五
四
人
が
暮
ら
す
グ
ン

ニ
ュ
村
。
そ
の
下
に
一
〇
あ
る
小
さ
な
村
の
一

つ
、
サ
フ
ィ
村
の
ホ
ー
・
バ
ン
・
ラ
ー
村
長
は

三
四
歳
と
若
い
。
平
均
月
収
三
五
万
ド
ン
（
約

一
五
〇
〇
円
）。七
〇
％
の
村
人
が
年
間
約
三
ヶ

月
余
り
食
糧
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
。
政
府
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
援
助
で
過
ご
し
て
い
る
。
一
つ

の
幼
稚
園
と
小
学
校
二
校
、
中
学
校
一
校
に
一

五
四
〇
人
が
通
っ
て
い
る
。「
子
ど
も
た
ち
が

希
望
だ
」
と
話
す
若
い
村
長
。
村
全
体
に
一
つ

し
か
な
い
健
康
セ
ン
タ
ー
を
担
っ
て
い
る
の

も
、
出
産
を
二
ヶ
月
後
に
控
え
て
い
る
若
い
二

八
歳
の
女
医
さ
ん
。
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
セ

ン
タ
ー
に
は
他
に
二
人
の
看
護
師
が
い
る
だ
け

で
、
器
具
も
乏
し
く
古
い
。
日
本
の
「
学
校
の

医
務
室
」に
も
及
ば
な
い
。
嬉
し
い
こ
と
は「
原

因
が
分
か
っ
て
治
療
で
き
る
と
き
」
と
語
る
笑

顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

タ
ン
コ
ー
中
学
校
で
調
印
式

当
初
予
定
に
な
か
っ
た
省
人
民
委
員
会
を
表

敬
し
、
グ
エ
ン
・
コ
ク
・
コ
ン
主
席
（
省
知
事
）

と
会
談
。
初
め
て
の
知
事
と
の
会
談
で
は
、
広

島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
の
諸
活
動
に
対
す

る
高
い
評
価
と
と
も
に
、
ク
ア
ン
チ
省
お
よ
び

ク
ア
ン
チ
市
と
広
島
県
お
よ
び
東
広
島
市
と
の

都
市
間
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
強
い
意
欲
が
示

さ
れ
る
な
ど
、重
ね
ら
れ
て
き
た
交
流
を
礎
に
、

さ
ら
な
る
発
展
と
飛
躍
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。

続
い
て
少
数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
を
訪
れ
、

今
年
入
学
の
第
三
期
奨
学
生
を
含
む
六
〇
名
の

奨
学
生
に
奨
学
金
を
授
与
。

タ
ン
コ
ー
中
学
校
で
調
印
式
豪
雨
の
な
か
、

ク
ア
ン
チ
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
タ
ン
コ
ー

中
学
校
（
教
師
六
九
名
、
生
徒
九
九
五
名
）
で

の
、
東
広
島
市
立
西
条
中
学
校
と
の
「
姉
妹
校

提
携
協
定
書
」
調
印
式
。
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ホ

ア
校
長
（
左
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
将
来
と

両
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
記
念
す
べ
き
日
。
相

互
理
解
を
深
め
合
う
交
流
を
進
め
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
瞳
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
美
し

い
調
べ
に
迎
え
ら
れ
音
楽
の
授
業
を
見
学
。
訪

問
団
は
、随
所
で
湧
き
起
こ
る
「
ホ
ア
ビ
ン
（
平

和
）、
ホ
ア
ビ
ン
（
平
和
）」
コ
ー
ル
の
こ
だ
ま

に
送
ら
れ
、
タ
ン
コ
ー
中
学
校
を
後
に
し
ま
し

た
。今

年
、
少
数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
の
第
一
期

奨
学
生
が
卒
業
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
六
月
初

旬
～
八
月
末
に
か
け
「
第
四
期
奨
学
生
」
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
木
達
男
）

タンコー中学校で「ホアビン」コールの出迎え

越
谷
公
演

〜
東
日
本
大
地
震
義
援
金
を
呼
び
か
け
〜

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
四
日
午
後
六
時
か

ら
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場
で
ベ
ト
ナ
ム

民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
越
谷
公
演

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
受
付
の
隣
に

枯
葉
剤
被
害
が
今
も
な
お
続
い
て
お
り
、
そ

の
写
真
を
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今

回
の
公
演
は
「
東
日
本
大
震
災
で
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県

の
被
災
地
支
援
」
と
し
て
行
わ
れ
、
剰
余
金

と
会
場
カ

ン
パ
金
計

八
六
四
八

四
円
を「
東

日
本
大
震

災
義
援
金
」

と
し
て

（
社
）
埼
玉

県
共
同
募

金
会
を
通

し
て
、
送

金
し
ま
し

た
。

当
日
は
、
越
谷
市
立
病
院
の
患
者
さ
ん
た
ち

を
前
に
、
演
奏
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

ま
り
聴
い
た
こ
と
の
な
い
楽
器
が
使
わ
れ
て
お

り
、
大
変
感
心
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
夕

方
か
ら
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
心
配
を
し

て
い
た
お
客
さ
ん
の
入
り
も
そ
れ
な
り
に
あ
り

ま
し
て
、
実
行
委
員
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
川
尚
夫
）

公演に先立って病院を慰問

第
三
次　

ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
訪
問
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
盛
り
だ
く
さ
ん
の
交
流
事
業
〜

広 島
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一
二
月
一
日
成
田
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
に

向
か
っ
た
長
野
市
日
本
伝
統
文
化
交
流
協
会
一

行
一
〇
人
と
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
友
好
訪
問
団
一
行
六
人

は
、
文
化
交
流
の
た
め
一
二
月
二
日
か
ら
の
ビ

ン
フ
ッ
ク
省
に
入
り
ま
し
た
。

一
二
月
三
日
の
交
流
会
場
の
舞
台
に
は
「
ビ

ン
フ
ッ
ク
省
人
民
委
員
会
」「
ビ
ン
フ
ッ
ク
省

友
好
委
員
会
連
合
」
そ
し
て
「
日
本
ベ
ト
ナ
ム

平
和
連
絡
会
議
」「
長
野
―
ベ
ト
ナ
ム
交
流
会
」

と
、
両
国
の
国
旗
も
掲
げ
ら
れ
、「
ビ
ン
フ
ッ

ク
省
の
再
成
立
日
の
一
五
周
年
間
を
歓
迎
す
る

た
め
に
ビ
ン
フ
ッ
ク
と
長
野
の
文
化
の
架
け
橋

と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
一
日
本
文
化
友
好
交
流
」「
ビ

ン
イ
エ
ン
市　

二
〇
一
一
年
一
二
月
三
日
」
の

大
き
な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
人
民
委
員
会
議
長

か
ら
「
政
治
・
経
済
は
こ
の
一
五
年
間
で
順
調

に
発
展
し
、
そ
の
発
展
率
は
14.

83
％
を
超
え

て
き
た
。
越
日
の
関
係
は
一
九
七
三
年
一
〇
月

か
ら
友
好
が
始
ま
り
、
そ
の
友
好
も
発
展
し
て

き
た
。
日
本
は
一
三
ヵ
国
の
う
ち
で
一
番
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
大
き
く
、
ホ
ン
ダ
、
ト
ヨ
タ
な
ど
が
進
出

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
文
化
交

流
は
今
年
が
一
回
目
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
長
野

の
文
化
を
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
交
流
し
て

い
き
た
い
」
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
訪
問
団
団
長
の
松
浦
正

美
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
会
長
、
長
野
市
日
本
伝
統
文
化

交
流
協
会
会
長
で
長
野
訪
問
団
の
北
澤
忠
美
団

長
に
花
束
、
記
念
の
額
が
贈
ら
れ
、
記
念
撮
影

の
後
、
両
国
の
文
化
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
文
化
へ
の
誘
い
と
し
て
琴
の
演
奏
は
言

う
に
及
ば
ず
、
尺
八
と
民
謡
そ
し
て
み
ご
と
な

着
物
着
付
け
シ
ョ
ウ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
聴
衆
に
驚

嘆
を
も
っ
て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
一
つ
の
足
が
か
り
に
ビ
ン
フ
ッ
ク
省

と
長
野
県
及
び
長
野
市
と
の
交
流
が
発
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
鎌
田　

記
）左：着物ショウの模様　　上：公演を終えて

一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｏ
時
遊
人
　

　
理
事 

関 

和
久

今
年
は
例
年
に
比
べ
少
し
遅
い
一
二
月
一
三

日
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
到
着
す
る

と
す
で
に
四
五
名
の
奨
学
生
と
先
生
方
が
並
ん

で
い
て
、
盛
大
に
出
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。
授

与
式
で
は
、
事
前
に
里
親
の
方
か
ら
預
か
っ
て

い
た
大
き
な
テ
デ
ィ
ベ
ア
や
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
奨
学
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。
奨
学
金
支
援
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る

生
徒
と
の
人
間
関
係
の
構
築
が
達
成
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と

強
く
感
じ
ま
し

た
。
来
年
五
月

に
は
第
一
期
奨

学
生
の
卒
業
式

で
す
。
三
年
間

支
援
し
た
生
徒

と
の
別
れ
は
寂

し
い
で
す
が
、

彼
ら
が
夢
に
向

か
っ
て
歩
く
手

助
け
が
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
会
長
　
松
浦
正
美

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
理
事
長
）

一
二
月
四
日（
日
）四
五
名（
一
学
年
一
五
名
）

の
プ
ー
ト
省
の
少
数
民
族
高
校
生
に
奨
学
金
を

授
与
す
る
た
め
に
高
校
を
訪
問
し
た
。
二
〇
〇

八
年
の
夏
、
は
じ
め
て
訪
問
し
て
以
来
、
今
回

で
八
回
目
と
な
る
訪
問
。
生
徒
た
ち
に
よ
る
少

数
民
族
の
踊
り
や
歌
に
よ
る
歓
迎
に
感
激
し
、

「
将
来
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
友
好
に
少
し

で
も
い
い
か
ら
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

を
込
め
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
奨
学
金
を
手
渡

し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
、
五
月
に
卒
業
し
た
第
一

期
の
奨
学
生
の
う
ち
ハ
ノ
イ
市
内
に
在
住
の
六

名
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
会
食
し
な
が
ら
お
話
が

出
来
た
こ
と
が
、
き
わ
め
て
印
象
的
な
こ
と
で

し
た
。

文
化
交
流
で
友
好
の
絆
を
深
め
る
―
―
長
野
―
ビ
ン
フ
ッ
ク
省

ニ
ン
ビ
ン
少
数
民
族
高
等
学
校

奨
学
金
授
与
式

45
名
の
プ
ー
ト
省
少
数
民
族
民
族

高
校
生
に
奨
学
金
を
授
与

盛大な出迎えを受ける45名の奨学生たちと
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一
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
友
好
訪
問
団

（
松
浦
正
美
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
会
長
、総
勢
六
人
）は
、

長
野
市
日
本
伝
統
文
化
交
流
協
会
の
方
々
が
ビ

ン
フ
ッ
ク
省
で
開
催
し
た
日
越
文
化
交
流
に
参

加
し
た
ほ
か
、
世
界
遺
産
・
ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー

ズ
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省BIN

H

　

X
U
Y
EN

　

工

業
団
地
視
察
、
プ
ゥ
ー
ト
省
少
数
民
族
出
身
高

校
生
奨
学
金
授
与
式
、
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
リ

ハ
ビ
リ
施
設
視
察
慰
問
し
て
き
ま
し
た
。

ビ
ン
フ
ッ
ク
省
「
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
救
護
セ
ン

タ
ー
」
視
察

こ
こ
で
は
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
枯
れ
葉
剤
被
害

者
の
会
会
長
の
ハ
ー
・
デ
イ
ー
・
キ
ィ
ン
氏
が

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
ビ
ン
フ
ッ
ク
を
訪
れ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
こ
は
国
際
的
な
活
動
と
し
て
日

本
と
の
関
係
も
良
い
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
救
護

セ
ン
タ
ー
は
、
枯
れ
葉
剤
と
そ
の
他
の
被
害

者
を
応
援
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
」

「
そ
の
中
身
は
、
一
つ
は
枯
れ
葉
剤
被
害
児

の
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
・
訓
練

を
す
る
こ
と
。
二
つ
に
仕
事
に
つ
け
る
よ
う

に
技
術
を
習
得
し
て
被
害
者
が
自
立
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
だ
」

「
枯
れ
葉
剤
被
害
者
は
、
大
人
、
子
供
を
合

わ
せ
て
四
二
〇
〇
人
弱
い
る
。
他
の
原
因
に

よ
る
障
害
者
は
一
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
。

枯
れ
葉
剤
被
害
者
の
数
は
、
一
世
代
、
二
世

代
の
数
字
で
あ
っ
て
、
三
世
代
は
い
る
の
だ

が
正
確
な
数
字
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
枯
れ

葉
剤
被
害
者
た
ち
の
思
い
は
、
広
島
、
長
崎

の
子
供
た
ち
と
同
じ
で
あ
る
」

「
施
設
は
、
枯
れ
葉
剤
被
害
者
た
ち
の
リ
ハ

ビ
リ
で
き
る
訓
練
室
が
あ
る
。
四
二
〇
〇
人

の
う
ち
1
世
代
、
二
世
代
の
人
た
ち
の
数
と

一
般
障
害
者
と
の
比
率
は
半
々
位
」

「
一
世
代
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
で
戦
い
枯

れ
葉
剤
を
受
け
た
人
た
ち
、
二
世
代
は
、
そ

こ
で
戦
っ
た
人
た
ち
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
で
は
一
三
ヵ
所
で
被
害

を
受
け
た
が
、
そ
の
中
で
一
七
の
病
気
の
種

類
が
出
て
い
る
」

「
こ
の
施
設
は
土
曜
・
日
曜
日
が
休
み
で
、

今
日
は
土
曜
日
な
の
で
子
供
た
ち
は
い
な
い
。

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
の
子
供
た
ち
は
四
〇
人
い
る
。

こ
こ
の
運
営
資
金
は
政
府
か
ら
の
援
助
金
だ

け
で
行
っ
て
い
る
が
、
仕
事
の
技
術
を
身
に

つ
け
る
教
育
は
企
業
の
開
発
も
含
め
た
援
助

が
あ
る
。」

施
設
内
を
見
学
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
各
企

業
か
ら
の
設
備
援
助
だ
け
で
な
く
、
台
湾
製
の

訓
練
機
材
や
ド
イ
ツ
製
の
浄
水
器
、
な
ど
が
目

に
付
き
ま
す
。
ま
た
政
府
の
援
助
金
で
建
設
さ

れ
た
建
物
も
実
に
立
派
な
も
の
で
し
た
。

「
こ
こ
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
子
供
た

ち
は
、
寮
に
一
～
三
ヵ
月
＋
二
週
間
交
代

で
入
寮
し
、
こ
こ
で
訓
練
し
た
も
の
に
基

づ
い
て
自
宅
で
も
訓
練
す
る
よ
う
に
す
る
」

「
施
設
自
体
は
二
〇
一
一
年
三
月
に
出
来
上

が
っ
た
ば
か
り
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
一
二
人

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
が
難
し
い
と

こ
ろ
だ
。
こ
こ
と
連
携
で
き
る
治
療
の
出

来
る
病
院
も
作
る
予
定
だ
。
今
後
、
ビ
ン

フ
ッ
ク
省
の
下
に
あ
る
各
県
に
、
こ
の
よ

う
な
施
設
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
」

「
こ
こ
に
は
一
七
歳
か
ら
一
八
歳
の
子
供
た

ち
が
来
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
に
あ
る
労
働
省

管
轄
の
病
院
で
手
術
を
終
え
、
そ
の
後
こ

こ
に
来
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
。
こ
の
よ
う

に
現
在
は
、
病
院
と
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。
あ
る
一
八
歳
の
子
は
ド
イ
ツ
企
業
の

支
援
を
受
け
て
こ
こ
に
来
て
い
る
が
、
家

は
こ
こ
か
ら
四
〇
㎞
離
れ
て
お
り
（
ズ
ン
・

ド
ア
ン
、チ
ュ
ン
・
タ
イ
ン
）、両
親
は
離
婚
、

今
は
母
と
一
緒
に
い
る
が
余
り
元
気
で
は

な
く
、
父
は
行
方
不
明
。
妹
が
い
る
が
彼

女
は
元
気
だ
」

「
現
在
こ
の
施
設
に
あ
る
、
使
わ
れ
て
い
な

い
新
し
い
機
材
は
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
内
の

各
村
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
渡
す
も
の
だ
（
こ

こ
で
「
古
い
も
の
で
も
良
い
が
車
椅
子
が

あ
れ
ば
各
村
に
配
布
し
た
い
の
で
欲
し
い
」

と
言
う
要
望
が
出
さ
れ
る
）」

「
ミ
シ
ン
な
ど
で
作
っ
た
も
の
は
、
あ
る
会

社
か
ら
注
文
が
さ
れ
作
っ
た
も
の
だ
が
、

最
終
的
に
は
そ
こ
が
買
い
取
る
形
に
な
っ

て
い
る
（
ど
ん
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
か

は
不
明
）。
研
磨
作
業
の
訓
練
も
行
っ
て
い

る
」

以
上
、
説
明
と
施
設
内
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
投
資
し
て
作
っ

た
タ
イ
ビ
ン
省
の
「
枯
れ
葉
剤
障
害
児
の
リ

ハ
ビ
リ
施
設
」
と
は
大
変
な
差
が
あ
る
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
私
た
ち
の
援

助
・
支
援
は
、
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
整
っ
て
い

ま
し
た
。

タ
イ
ビ
ン
省
枯
れ
葉
剤
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
慰
問

こ
の
五
月
の
時
に
「
入
院
し
て
い
る
」
と
言

わ
れ
て
い
た
所
長
が
元
気
な
顔
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
胃
の
病
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
食

事
規
制
を
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
心
な
し

か
少
し
細
く
な
っ
た
よ
う
。
五
月
に
対
応
し
て

く
れ
た
副
所
長
は
、
ハ
ノ
イ
に
勉
強
に
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ス
ワ
ン
先
生
は
元
気
そ
う
で

し
た
。

所
長
か
ら
現
状
の
話
を
聞
い
た
跡
、
子
供
た

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
友
好
訪
問
団

　
　
　
　
　
枯
れ
葉
剤
被
害
者
施
設
を
訪
ね
る

訪問団メンバー・
ハノイの軍事博物館前で
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廃品ビニールを利用して希望をこめて
丁寧に編みあげました

タ
イ
ビ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
の
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
復
活
し
ま

し
た
。
二
〇
一
一
年
八
月
二
二
日
、
二
三
日
の
二
日
間
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、ゆ
か
た
と
ア
オ
ザ
イ
で
盆
踊
り
、歌
の
交
換
、ヨ
ガ
体
操
、

マ
ジ
ッ
ク
指
導
、
万
華
鏡
製
作
な
ど
入
所
者
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
の
活

き
活
き
の
時
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
も
計
画
し
ま
す
。
活
き
活
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
参
加
者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
御
一
緒
下
さ
い
。

エビ・ストラップ

刺繍絵制作が本格しました。
　　　　“タイビン”ブランド？

①
ゆ
か
た
を
着
た
訓
練
生
た
ち

②
日
本
側
は
ア
オ
ザ
イ
を
着
て
、

　
盆
踊
り
交
歓

③
ラ
ジ
オ
ヨ
ガ
体
操
を
練
習

滞在ボランテイアで元気に

彼女がcon tom
（エビ・ストラップ）
の先生。右の手と足
が不自由な彼女は、
ほとんど左の手と足
で編んでいます。

ち
の
い
る
棟
へ
と
向
う
。
こ
の
五
月
の
時
に
は

元
気
に
し
て
い
た
彼
女
が
、
少
し
元
気
の
な
い

顔
で
他
の
子
が
行
う
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
タ
イ
ビ
ン
は

大
変
涼
し
い（
寒
い
と
い
う
こ
と
）こ
と
も
あ
っ

て
顔
色
も
よ
く
な
い
。
そ
れ
で
も
彼
女
と
は
肩

を
組
ん
で
ス
ナ
ッ
プ
を
一
枚
撮
。

あ
い
に
く
私
の
カ
メ
ラ
に
は
、
こ
の
日
い
た

子
供
た
ち
全
員
の
写
真
は
な
い
。
い
つ
も
の
私

だ
と
動
き
回
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
カ
メ
ラ

に
収
め
る
の
だ
が
、
私
自
身
の
動
き
は
鈍
い
。

そ
れ
で
も
忘
れ
ず
に
ス
ワ
ン
先
生
と
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
は
一
枚
撮
っ
て
お
き
ま
し
た
。

帰
り
際
、
私
が
ト
イ
レ
に
立
ち
寄
っ
て
い
る

間
に
、
先
生
方
の
中
で
私
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
話
さ
れ
て
い
た
の
か
、
所
長
や
ス
ワ
ン
先
生

か
ら
「
早
く
健
康
を
取
り
戻
し
て
元
気
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
の
温
か
い
言
葉
を
受
け
ま
し

た
。
私
自
身
も
込
み
上
げ
る
涙
を
堪
え
て
、
こ

こ
で
の
分
か
れ
と
な
り
ま
し
た
。

（
細
谷
久
美
子
レ
ポ
ー
ト
『
枯
葉
剤
被
害
児
童

の
明
日
に
向
け
て
』
よ
り
抜
粋
転
載
）

活き活きタイビン省リハビリ施設の仲間たち

細谷久美子さんとスワン先生

① ②

③
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枯葉剤爆弾という不発弾を体内に抱え生きる人々に寄り添う
～枯葉剤爆弾投下から50年、ベトナム中部クアンナム省で枯葉剤爆弾被害者を調査～

1961年8月10日と言われる枯葉剤爆弾投下から50年となった
2011年、初めて中部クアンナム省（ダナンのすぐ南）の視察
調査を行いました。クアンナム省は、日本人町があったところ
として有名な観光地ホイアンと、ミーソン聖域の世界遺産が2
箇所もある省で、ベトナム戦争中はアメリカ軍の軍事基地が
あったすぐ南側ということもあり、攻防が激しく、枯葉剤爆弾
も山岳地帯（ラオス国境）を中心に多く投下されたところです。

（JVPF友好訪問団）は5月22日～ 26日、団長：松浦正美JVPF
副会長ら3人は、5月25日クアンナム省で枯葉剤被害事情の調
査、視察を行い、同時に2か所の家庭慰問を行いました。

（クアンナム省訪問団）は8月2日、3日に現地を訪問しました。
これは吉村玲子さんと平松伴子さんが呼び掛けた「グエン・チ・
ビン元副大統領と語り、枯50葉剤爆弾被害者を支援する訪問団」
で、JVPFが協力して実施されたもの。

フクシマ原発事故が人のみでなく生存するもの全ての命を脅か
す事態にいたっていますが、枯葉剤爆弾も劣らず、50年経った
今もベトナム国民に大きな犠牲を強いています。
さしずめ人が「不発弾を抱えて暮らしている」状況といえます。
事実を記録し残していくことは、今に生きる私達の務めかと思
われます。 

家庭慰問①　ツン　シェン県、ツン　シェン村

●父親　父親1965年～ 1975年クアンナム省のラオス国境で戦争中に従事、枯葉剤爆弾に被災。
2010年8月、甲状腺ガンで死亡。子どもはKa Van Linhさんと妹の 2人。

　母親は寝たきり。糖尿病。
●当人　Ka Van Linh（男）42歳。生まれた時から下半身の発達が未熟。右足が左に曲がり、左足も
年齢に比べ細い。足の症状は彼だけに発症。25歳で結婚。宝くじ売りで生計。10年くらい前リハ
ビリで病院に行ったが金がなく手術をできない。近くには車いすで動く。全面的治療をしたい。

　妹はダウン症。
●子ども（孫）：女児15歳。奨学金を受け優秀。10歳の男の子は障害がある。
●援助：母親に1カ月42万ドンの遺族年金のようなものが支給。父やへの枯葉剤爆弾被災証明はない。
　Linhさんには1カ月32万ドン、自分も政府の認定はまだ受けられない。妹には3～4年前から72万
ドンが政府から支給。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011年5月25日）

家庭慰問②　アンソン（AN  XUAN）県、アンソン村

●母親：ホン、63歳。1954年に入隊。青年同盟に参加。クアンチ、クアンビン、フエなどを3年間
転戦した。血圧が高く、皮膚に内出血のような症状、身体がだるく痛い。

　子どもは1人。
　父親：78歳。1952年に軍隊に入隊しフランス、アメリカ軍との戦闘に参加。ホンさんとは再婚。
再婚前の子どもは4人だが異常はない。

●子ども：Puong Thi Giang(女)は1985年生まれ、26歳。生まれた時は一般の子供と変わりなかったが、
ベロがない。成長するにつれ身体が動かない、手足も動かない、話せない、喋れない、で寝たきり
に。生まれて6ヶ月目ころから19歳まで病院に通う。11歳から12歳の時入院し治療した。19歳以
降は援助もなく病院にも行っていない。

●援助：2011年2月から認定を受け、1カ月77万ドンの援助を受ける。母親は認定を得られていない。
「自分も年老いた。子どもより先に死ねない。枯葉剤が憎い」と母親は泣きくれる。（2011年5月25日）

家庭慰問③　NUI THANH市NGUYEN　VAN区

●父親（DIN  NGUC  ANH）アンさん（75歳）　政府の農業グループで仕事をしていた。戦争中はク
アンナム省で従軍。

　母親（NGUYEN  THI  XUAN）スァンさん（72歳）　保健施設で仕事。戦争中はビンデイン省で従軍。
●子供3人
　長男（42歳）クアン　身体が弱い。大工。結婚している。長男の子供は知能発達不全。
　長女（39歳）ニン　身体が弱い。農業。結婚している。
　次女（37歳）ヒン　寝たきりの状態。生まれた時は元気だった。5歳くらいから身体が弱くなり、
11歳ごろから寝たきりの状態。病院には行ったことがある。枯葉剤爆弾の影響と言われた。　

●政府の援助は、次女に70万ドン（月）
　退役兵士手当が父親と母親に夫々127万ドン（月）、そのほかに年金が父親200万ドン、母親150
万ドン。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011年8月2日）

家庭慰問④　ヅイ　シュエン県（DUY  XUYEN）

●この県には子供含めて2480人の被害者がいる。そのほとんどは家庭にいる。（県被害者団体トン会
長、元民兵副隊長）

●父親フエン・バン・ティン。46歳。農業。戦争中は子供で、この県内にいた。　子供の時から病気がち。
　母親グエン・ティ・ナム。41歳。農業。
●子供3人
　長女ホン（22歳）。生まれた時から動けない。知能発達不全。
　次女ベン（17歳）。元気。
　長男ハイ（13歳）。長女と同じ症状。
　子供の世話は母親が行う。外の仕事はほとんどできない。
●政府の援助は長女、長男夫々36万ドン（月）。父親も枯葉剤被災者として36万ドン。
●祖父、祖母とも死亡。農業。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011年8月3日）
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埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ

一
歩
踏
み
出
す
！

二
〇
一
一
年
九
月
一
七
日
（
土
）
埼
玉
県
東

松
山
市
内
に
お
い
て
「
日
本
ベ
ト
ナ
ム
平
和

友
好
埼
玉
連
絡
会
」（
以
下
・
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
」
の
結
成
は
、
一
九
九
六

年
か
ら
延
べ

二
〇
回
の
枯

葉
剤
被
害
者

救
援
の
「
ベ
ト

ナ
ム
民
族
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
、「
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ビ

ン
」
女
史
の
半
生
を
描
い
た
「
世
界
を
動
か
し

た
女
性　

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ビ
ン　

ベ
ト
ナ
ム

元
副
大
統
領
の
勇
気
と
愛
と
哀
し
み
と
」（
著

者
、
平
松
伴
子
氏
）
の
出
版
で
、
結
成
へ
の
気

運
が
高
ま
り
結
成
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
総
会
で
は
、
山
下
茂
（
山
下
法
律
事
務

所
・
所
長
弁
護
士
）
準
備
会
委
員
長
が
、「
二

回
の
準
備
会
で
の
話
し
合
い
を
基
に
埼
玉
県
で

の
ベ
ト
ナ
ム
連
帯
の
一
歩
を
進
め
よ
う
」
と
力

強
い
挨
拶
を
行
い
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
高
橋

康
博
世
話
人
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
に
携

わ
っ
て
き
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
力
を
一
つ
に
し

て
活
動
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
を
受
け
て

議
案
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

具
体
的
活
動
方
針
は
、
①
枯
葉
剤
被
害
者
支

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
（
ベ
ト
ナ
ム
講

演
会
）
②
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
の
取
り
組
み
（
一
一
月
）
③
ベ
ト
ナ
ム
・

ク
ア
ン
ナ
ム
省
へ
の
医
療
器
具
支
援
の
取
り
組

み
④
「
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
訪
問
団
」
の
募
集
の
取

り
組
み
（
八
月
）
⑤
ベ
ト
ナ
ム
留
学
生
と
の
交

流
支
援
の
取
り
組
み
⑥
少
数
民
族
高
校
生
と
村

山
日
本
語
学
校
生
徒
の
教
護
支
援
の
取
り
組
み

⑦
「
中
村
梧
郎
氏
の
枯
葉
剤
被
害
写
真
展
」
の

協
力
支
援
―
等

役
員
体
制
は
、
会
長　

山
下
茂　

副
会
長　

森
戸
由
祐
、
平
松
伴
子　

事
務
局
長　

村
田
文

一

山下　茂会長

枯れ葉剤爆弾投下から50年
『枯れ葉剤に遭った子どもたち』発行の思い

JVPF会員：細谷久美子
やっと念願の記録を上梓させた。
思えばベトナムの枯れ葉剤に病む人々の実態に触れだしてから

一五年、くしくも2011年8月には枯れ葉剤投爆から50年を迎えた。
70歳を超えた私に「まとめ」を急がせた理由の一つに、あの東日
本大震災の惨状があり、東京電力福島第一原子力発電所の事故が
あった。どうしても放射能の害にさらされた大人たち、子供たち
の姿が、枯れ葉剤で苦闘するベトナムの大人たち、子供たちの姿
と二重写しになって頭の中をよぎった。
ベトナム戦争は1975年に終わった。しかし、35年以上経った

今でも「枯れ葉剤の被害」は減るどころか二世代、三世代にその
被害は及んでいる。これから成長していく日本の子供たち、そし
て青年男女の行く末が決してベトナムの「枯れ葉剤被害者」のよ
うにしてはいけないと思う私である。出来ることならこの本は「原
発は安全で大丈夫」「今出ている値は直ちに人体には影響がない」
という方々にぜひ読んでもらいたいと思うし、今ある原子力発電

所を全て「廃止（廃炉）」にせざるを得な
い根拠として「枯れ葉剤被害」の実態を
直視してもらいたいと思うのである。
発行を急いだもう一つの理由である私

の健康は、膀胱癌が再発し、加えて乳癌
も見つかり、少し下向き加減の現在では
あるが、病と上手に付き合いつつ、「反原
発・脱原発」の戦線で頑張る皆さん方の
末席に加わらせていただきたいと願って
いる。　　　　　　　（2011年12月13日）

村
山
日
本
語
学
校
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
日

本
語
修
学
高
校
生
育
英
基
金
二
年
度
賛

助
金
に
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

一
昨
年
、
三
か
年
計
画
で
始
ま
り
ま
し
た
、

育
英
基
金
へ
の
賛
助
の
呼
び
掛
け
で
、
二
〇
一

〇
年
度
（
二
〇
一
〇
年
九
月
～
二
〇
一
一
年
八

月
）
は
一
、
四
〇
七
、
〇
〇
〇
円
を
募
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
紙
上
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

後
、
二
年
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
封
、
案
内
に
基
づ
き
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。
な
お
、
賛
助
い
た
だ
い

た
方
々

に
は
別

途
、「
連

絡
報
」

を
お
送

り
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
掲
　
示
　
板
　

●
村
山
日
本
語
学
校
育
英
基
金
の
二
年
目
の
賛
助
金
に

御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
細
谷
久
美
子
著
『
枯
葉
剤
に
遭
っ
た
子
ど
も
た
ち
』

の
販
布
に
御
協
力
を
。

●
11
年
8
月
、
平
松
伴
子
さ
ん
が
友
好
勲
章
授
与
さ
る

●
11
年
8
月
、（
財
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
時
遊
人
に
よ
っ
て
、
ラ
ン

ド
セ
ル
贈
呈
。
ハ
ノ
イ
市
内
及
び
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
の

小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
。

●
11
年
8
月
、
平
松
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
日
本
語
図
書
が

ハ
ノ
イ
貿
易
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
。

●
11
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
10
月
1
３
日
〜

26
日
、大
震
災・津
波
被
災
復
興
祈
念
友
情
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
数
８
回

●
3
月
、
大
西
理
事
長
ら
、
か
が
わ
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
ハ
ノ

イ
訪
問
。

●
3
月
、
静
岡
の
有
志
（
鈴
井
孝
雄
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
理
事
ら
）

が
タ
イ
ビ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
訪
問

●
4
月
、
広
島
Ｈ
Ｖ
Ｐ
F
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
解
放
記

念
日
参
加
の
た
め
、
来
る
4
月
30
日
に
ク
ア
ン
チ
省

を
訪
問
計
画
。

●
5
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
春
友
好
訪
問
団
は
、
プ
ゥ
ー
ト
省

少
数
民
族
高
校
奨
学
生
卒
業
式
、
村
山
日
本
語
学
校

卒
業
式
の
た
め
実
施
計
画

●
8
月
、
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
F
は
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
の
枯

葉
剤
被
害
者
支
援
・
医
療
器
具
贈
呈
の
た
め
訪
問
計

画
●
8
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
タ
イ
ビ
ン
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
8
月

下
旬
計
画
。

●
9
月
、明
大
マ
ン
ド
リ
ン・ハ
ノ
イ
公
演
を
サ
ポ
ー
ト
。

●
10
月
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
２
０
１
２
を
仕
込
中
。今
年
は
、

西
日
本
で
予
定
。　

●
第
五
回
通
常
総
会
を
五
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
に

予
定


